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研究成果の概要：高齢者のＱＯＬ支援のために、１）高齢者が認知した身体能力と実際の

身体能力のズレに関する研究２）高齢者の潜在的及び顕在的自己概念に関する実験的

研究３）高齢者のし忘れに関する研究４）高齢者の受療行動の適正化に関する意思決

定の研究の４つの視点での調査・実験を行い、支援策に対する新たな知見を得ること

が出来た。  
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 3,800,000 1,140,000 4,940,000 

２００７年度 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

２００８年度 1,800,000 540,000 2,340,000 

年度  

  年度  

総 計 9,100,000 2,730,000 11,830,000 

 
研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：心理学・臨床心理学 
キーワード：高齢者・ＱＯＬ・認知のズレ・展望的記憶・受療行動・潜在的自己概念 
 
１．研究開始当初の背景 
「21 世紀における国民健康づくり運動（健康
日本 21）」は、疾病による死亡、罹患、生活
習慣上の危険因子などの健康に係わる具体
的な目標を設定し、十分な情報提供を行い、
自己選択に基づいた生活習慣の改善および
健康づくりに必要な環境整備を進めること
により、一人ひとりが稔り豊かで満足できる
人生を全うできるようにし、併せて持続可能
な社会の実現を図るものである。このような
政策のもとで、高齢者の QOL を考えた場合、
介護予防など、在宅での生活において、障害
となることの改善、身体的機能の維持が重要
となる。介護予防に関しては、既に大規模な
取り組みがある。主に身体機能低下、認知症、
低栄養・失禁予防、ひきこもりについて取り

組みがなされている。しかしながら、これら
の身体的要因に大きな影響を与えると考え
られる心理的な要因の影響については十分
に明らかになっていない。特に、記憶、自己
概念といった認知的側面、また、実際の行動
指標について検討したもの、受療行動につい
て検討した基礎的な研究が少ない。これらの
知見が明らかとなることで、より効果的な介
護予防の方策や介入の手段が開発できると
考えられる。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、高齢者が在宅でＱＯＬを維持

したまま生活できるような支援につながる、認知

的・行動的側面について基礎的な心理学的知

見の創出を目指した 4 つの研究を行うことであっ
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た。 

１）高齢者が認知した身体能力と実際の身体能

力のずれに関する研究 

 加齢に伴う身体的能力の低下は、高齢者の日

常生活に様々な問題を引き起こす。しかしそれ

と同時に、近年では食生活や医学の進歩などの

影響から、高齢者の身体能力は向上している傾

向にあることも報告されている（内田他, 2005）。

このような高齢者の身体能力の向上は、加齢に

より低下している身体能力に対する過信を生み、

その結果としての転倒などによる怪我や交通事

故につながることも少なくない。これらは本人が

認知している身体能力と実際の身体能力のず

れの結果、生じているものもあると考えられる。こ

ういった高齢者の交通事故や転倒といった問題

の改善のために、本研究では、認知している身

体能力と実際の身体能力のずれに関して加齢

が及ぼす影響を検討することを目的とした研究

を行う。高齢者の事故防止にとって自身の身体

能力を適切に把握することは、重要であり、本研

究の結果は高齢者にとって安全な生活環境の

構築の一助となると考えている。 

2）高齢者の潜在的および顕在的自己概念に関

する実験的研究 

 これまでの高齢者の心理学の研究、さらには

一般の心理学においては、人の態度を測定す

るのに質問紙や面接といった主に顕在的な指

標が使われてきた。しかしながら、言語報告され

たものは、本当の意図を反映していなかったり、

実際の行動に結びついていなかったりする場合

が多い。このように言語報告と実際の行動や心

理状態がかならずしも対応していないことは、高

齢者の心理的な側面への支援や介入方法のあ

り方に重大な影響を与えることが予想される。一

方で、最近の社会的認知の研究分野において、

自動的・非意識的に機能する潜在的態度、認知

を測定する Implicit Association Test（以下 IAT ; 

Greenwald et al., 1998）がある。そこで本研究で

は、この IAT を用いて、高齢者の潜在的な自己

概念と顕在指標との関連、さらには心理的な適

応と実際の行動の関係について検討することを

目的とする。特に自己概念の中でも、高齢者の

日常行動に大きく影響を与えると考えられる、

「健康意識」・「年齢意識」・「自己効力感」の３つ

の概念に焦点を当てて検討する。「健康意識」と

は、自分自身の健康状態に対する認知、「年齢

意識」は自分の年齢に対する意識、「自己効力

感」は、自分自身の行動の実現可能性に関する

知識と感覚のことである。なお、本研究の独創性

は、高齢者に対して IAT を実施し、これら３つの

概念の潜在指標と顕在指標の違いを明らかとし、

高齢者の健康行動と心理的適応について改善

や向上の手がかりとなる知見を創出するところに

ある。 

 3）高齢者の展望的記憶の低下（し忘れ）への

介入プログラムの開発 

 われわれが日常生活を営む上で、過去に起こ

った出来事や過去に覚えた知識を思い出せるこ

とが必要であるが、このような過去の記憶だけで

なく、未来に対する記憶、今後しなければならな

いことをタイミングよく思い出すことも重要である。

このような記憶は「展望的記憶（prospective 

memory）」と呼ばれ、この記憶能力の低下は、何

かをやり忘れること、つまり「し忘れ」に直結する。

これまでの研究で、高齢者の記憶愁訴の 1/5 が

展望的記憶に関連する問題であることが報告さ

れている（岩佐，2005）。また、展望的記憶は他

者とのコミュニケーションにも深く関連した記憶

であり、展望的記憶をうまく機能させることができ

なければ、社会生活を円滑に営むことはできず

（Maylor, 1990）、高齢者自身も、対人関係を主

とする社会的な事項の記憶力を改善したいと希

望している(Leirer, et al., 1990)。そこで本研究で

は、高齢者の展望的記憶について、日常生活

の中でどのような要因がし忘れを引き起こすの

か、逆にどのような要因がし忘れを防ぐのかを明

らかにし、得られた結果をもとに、介入プログラム

を作成し、実際に展望的記憶の低下が介入プロ

グラムによって改善するのかどうか検討すること

である。本研究の独創性は、これまで実験室内

で測定されることが多かった展望的記憶を、日

常生活の中で測定することにある。そのため、高

齢者がどのような状況におかれた時に、「し忘

れ」をするのか、逆にどういう環境が整えば、「し

忘れ」が起らないのかを具体的に把握することが

可能となる。したがって、本研究から得られた結

果は、すぐにでも日常生活に応用でき、高齢者

の社会生活を向上させる一助となると考えてい

る。また、本研究では携帯を使用した実験課題

を実施するが、このような試みも世界で初めてで

ある。 

4）高齢者の受療行動の適正化に関する意思決

定の研究 

 高齢者が在宅で QOL の高い生活を維持する

ための医療機関への適切な受療行動を考えた

時、2 つの課題が存在する。1 つは「過小な受療

行動」である。何らかの心身の不調を感じた時に

は、早期の受療行動の開始が好ましい。これに

より早期治療による疾患の重篤化の防止と、高

度かつ長期の治療を受ける必要性が減少による

医療費抑制につながると予想される。もう 1 つの

課題は「過剰な受療行動」である。高齢者が自

律的な生活を送るためには、受療の中断が必要

になる場合があるが、治療の必要がなくなってか

らも、再発に対する不安や他者との交流を目的

として、通院を継続する高齢者は少なくないと予
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想される。しかし、高齢者の受療行動の概要は

明らかにされていない。関連する研究あげられ

るのは、高齢者に多く見られる疾患である肺が

んの患者を対象として、外来での化学療法実施

の意思決定に関する研究が行われ、医療場面

での意思決定において応用行動理論の一つで

ある、Trans-Theoretical Model の応用可能性の

高さが明らかになっている研究（平井他，2005；

荒井他，印刷中）である。そこで、この研究のよう

に応用行動理論を基に、高齢者の受療行動の

実態を明らかにするに関する質問紙調査を行う。

本研究では、在宅高齢者の受療行動の大部分

を占めると予想される「外来における受療行動」

に焦点を当てる。この研究の結果、高齢者の受

療行動における受療の開始と停止に関する意

思決定に影響を与える要因が明らかになり、高

齢者に対する医療情報の提供方法について具

体的な提案が可能になると予想される。本研究

は、従来注目されてこなかった受療行動に焦点

を当てているという独創性を含んでおり、高齢者

の自律的な生活に寄与すること、および医療費

の適正化に貢献する可能性を有するという意義

を持っている。 

 

 ３．研究の方法 

１）高齢者が認知した身体能力と実際の身体能

力のずれに関する研究 

身体能力として水平な面での「またぎ」能力につ

いて、参加者がまたぐことができると思う幅と実

際にまたげる幅のズレを実験的に測定する。ま

た、現実生活での転倒経験、転倒への恐怖、身

体能力への評価、生活満足度について質問紙

で尋ねる。姿勢の状態を重心動揺計で測定す

る。 

対象は高齢者３０名、若年者３０名 

2）高齢者の潜在的および顕在的自己概念に関

する実験的研究 

健康意識」・「年齢意識」・「自己効力感」につい

ての潜在指標と顕在指標を測定し、それらと心

理的適応・QOL との関連について検討した。具

体的には IAT を用いて、「健康意識」・「年齢意

識」・「自己効力感」の潜在的認知の測定を行っ

た。 

対象者：高齢者３０名、若年者３０名。 

実験課題：実験には、「健康意識」・「年齢意

識」・「自己効力感」の潜在指標として、「健康意

識」・「年齢意識」・「自己効力感」に対する潜在

的連合度を測定するために IAT を用いる。刺激

単語として、「自己」、「他者」、「健康」、「病気」、

「若い」、「老い」、「可能」、「不可能」を各 5 項目

作成する。「自己」、「他者」項目の作成にあたっ

ては、Egolff & Schmuckle（2002）を参考にした。 

3）高齢者の展望的記憶の低下（し忘れ）への介

入プログラムの開発 

日常生活の中で、展望的記憶のパフォーマンス

に影響する要因を検討する。具体的には、使用

しているメモや手帳といった外的補助手段の種

類、約束の仕方、約束の時間帯、課題遂行時の

忙しさ、家族構成、記憶能力、性別、メタ記憶と

いった要因の調査と展望的記憶のパフォーマン

スを日常生活状況で実験を行った。 

対象者：高齢者３０名、統制群として若年者３０

名 

実験課題：実験には携帯電話を用いる。この携

帯電話は発信・着信ともにできるものを用いて、

対象者には発信のみをしてもらう。対象者には

その携帯電話で実験者のもとに 1 日 3 回電話を

かけてもらうように依頼する。時間ベース群の対

象者には 8 時、13 時、18 時に電話をかけてもら

うように依頼し、事象ベース群の対象者には朝

食後、昼食後、夕食後に電話をかけてもらうよう

に依頼する。これを 1 週間継続して行う。 

手続き：若年者、高齢者の各々の対象者に携帯

電話を渡して時間ベース、事象ベース各々の群

の対象者に 1 日 3 回電話をかけてくれるように依

頼する。実験する際には、各対象者が電話をか

ける時間が重なるため、着信ができないことが予

測される。それを防ぐために、対象者に渡した台

数と同じ台数の携帯電話を各対象者の受信用

に用意した。実験前に対象者の属性、痴呆の有

無の確認（高齢者群のみ）、普段覚えておくため

に使用する手帳やメモ帳といった外的補助手段、

老いの自覚（高齢者群のみ）、対人関係、メタ記

憶、回想的記憶の成績といった事柄を調査し

た。 

4）高齢者の受療行動の適正化に関する意思決

定の研究 

高齢者と一般成人の受療行動の実態を包括的

に検討するために、対象者は全国（関東・中部・

近畿・四国・九州）の調剤薬局 44 店舗を利用し

た一般成人 9205 名（推定）に質問紙調査を実

施した。  

質問内容は、受診行動の変容ステージについ

て、前熟考期・逆戻り期・逆戻りリスク期・熟考

期・実行期・維持期の6 つのステージで測定した。

前熟考期は，「今までに健診・検診を受けたこと

はなく，将来的にも受けようと思っていない」，逆

戻り期は「1 年以上前に健診・検診を受けたが，

これから先1年以内に受けようと思っていない」，

逆戻りリスク期は「この 1 年間に健診・検診を受

けたが，またこれから先 1 年以内に受けようと思

っていない」，熟考期は「今までに健診・検診を

受けたことはないが，これから先 1 年以内には受

けようと思っている」，実行期は「この 1 年間に初

めて健診・検診を受け，またこれから先 1 年以内

に再び受けようと思っている」，維持期は「定期
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的に健診・検診を受けており，またこれから先 1

年以内にも再び受けようと思っている」と設定し

た．  

４．研究成果 

１）高齢者が認知した身体能力と実際の身体能

力のずれに関する研究 

転倒を引き起こしやすいと考えられている身体

バランスを重心動揺検査システム計で測定し高

齢者と若年者を対象として比較した結果、本研

究の実験協力者の高齢者は若年者より身体の

重心が前傾傾向にあり、左右のバランスが悪く、

重心の動く範囲も広いという揺れ幅が大きいこと

が明らかになった。 

このことから、本実験の高齢者はシルバー人材

センターの登録者という活動性の高い高齢者で

あったが、これまでの研究（古名他 199511）、杉

浦他 199812)）で明らかにされているように、若年

者と比較して転倒リスクの高い身体状況であるこ

とが確認された。次に、半年以内の転倒経験に

ついて尋ねた結果、高齢者は 17.14%、若年者

は 45.71％で若年者が多く、高齢者は若年者と

比較して身体的には転倒リスクが高いにもかか

わらず、転倒経験が少ないというパラドックスが

起きていることが明らかになった。 

高齢者の転倒に関してこのようなパラドックスが

起きているのは、高齢者は転倒しないように何ら

かの身体へのマネジメントを行っていることが考

察された。 

2）高齢者の潜在的および顕在的自己概念に関

する実験的研究 

精神的健康や主観的幸福感といった社会的適

応指標に影響を及ぼす指標は、高齢者では潜

在指標と顕在指標の両方が影響を及ぼしてい

た一方で、若年者では 1 つの顕在指標を除いて

ほぼ関係が見られなかった。これは、若年者にと

っては、健康度や孤独感、老いへのイメージと

いった概念は、社会的適応には大きな影響がな

いためだと考えられる。そして、高齢者において

は、今回測定した潜在変数と顕在変数が多く影

響を及ぼしていた。これは、高齢者にとっては、

「自分が健康かどうか」や「自分は孤独か」、「老

いをどれだけポジティブにとらえるか」といった概

念が、社会的適応に大きく影響を及ぼすためと

考えられる。 

さらに興味深いのは、高齢者については、顕在

的変数と同様に潜在的変数も大きな影響を及ぼ

していたことである。「自分が健康かどうか」、「自

分は孤独か」、「老いをどれだけポジティブにとら

えるか」などについては、答えによっては高齢者

の自己概念を揺るがしかねない重要な概念であ

ることが明らかになった。そのため、顕在的に尋

ねられても率直に回答しづらく（あるいは、普段

から意識しないようにしている場合は内省への

限界が存在し）、一般的な調査では本音の部分

が把握しづらいのではないかと考えられる。こう

いった場合には、潜在指標で測定を行い検討

することにより、高齢者の自己概念や精神的健

康、主観的幸福感について、より詳細に明らか

にすることができることが示唆された。 

3）高齢者の展望的記憶の低下（し忘れ）への介

入プログラムの開発 

本研究では，先行研究と同様に若年者よりも高

齢者の展望的成績が優れているという実験室実

験で報告されている結果とは異なった結果がえ

られた． 

また，高齢者で低下している回想的記憶能力に

依存したアウトプットモニタリングの要因を加えた

展望的記憶条件を設定したが，その条件におい

ても加齢による展望的記憶成績の低下は認めら

れなかった．先行研究では，日常生活場面での

高齢者の優れた記憶成績や，実験室実験と日

常生活実験での結果の乖離の原因として，課題

の難易度やメタ記憶，回想的記憶能力が挙げら

れてきたが，本研究ではこれらの要因は展望的

ただし，本研究で直接検討できなかっ

記憶成績とは関連していなかった． 

たものの，

変数 高齢者 若年者

忙しさ -.02 .19
メタ記憶

　記憶に対する積極性 -.15 -.02
　記憶に対する自信 -.15 .17
　記憶に対する不安 .38* -.07
　課題特性の認知 -.02 -.08
　想起の失敗経験 .14 -.05
回想的記憶（ AVLT ）

　総再生数 -.04 .03
　遅延再生数 -.08 -.18
社会的スキル -.22 .40*

表 　展望的記憶課題の達成率と忙しさ、メタ記憶、
　 　回想的記憶、社会的スキルとの相関

*は p<.05
AVLT - Auditory Verval Learning Test

5.
　　表

この結果の乖離に影響する要因として挙げられ

ているものにモーチベーションがある（Einstein & 

McDaniel, 1990; Henry et al., 2004）．本研究で

は，対象となった高齢者は全員がシルバー人材

センターから仕事として紹介され参加していた．

一方，若年群として参加した対象者は，実験参

加に対する対価を支払っていたが，仕事として

ではなく協力者という形で参加していた．そのた

め，高齢者は若年者と比較して，課題の重要度

や課題に対するモーチベーションや優先順位

が他の日常生活の予定より高かったことが考え

られる．実験後の高齢者に対する内省でも，「時

計ばかり見ていた」や「一日の生活は電話をか

けることを中心にまわっていた」という声が聞か

れ，このこともこれを裏付けている．本研究で得

 4 



られた結果の全てを対象者の高いモーチベー

ションで説明することはできないが，条件に関係

なくみられた高齢者の優れた展望的記憶成績

の一部にはこの高いモーチベーションと関連し

ている可能性が考えられる． 

 次に，本研究の結果から，日常生活のし忘れ

を減らすために考慮する点について、忙しい昼

の時間帯では，時間単位でたてた予定には注

意が必要であり，ご飯を食べた後に薬を飲むと

いうように，他の予定と関連させて予定を組むこ

とでし忘れが減少する可能性が示された．また，

記憶に対して不安を抱くことは，し忘れを防ぐと

いう観点からは，悪いことではなく，加齢によって

記憶能力が低下することは明らかであり，むしろ，

記憶に不安を抱かない高齢者の方がし忘れに

注意が必要であることが示唆された．また、

AVLT のような単語のリストを記憶する回想的記

憶能力と展望的記憶成績に関連性が認められ

なかったことは，訓練により回想的記憶能力が

向上したとしても，それが必ずしもし忘れ防止に

結びつかないことを示唆している．そして，し忘

れを防ぐためには内的記憶方略ではなく，外的

記憶補助が有効であることが示された． 

 4）高齢者の受療行動の適正化に関する意思

に受診している人が約 6 割

ジと健診・検

決定の研究 

健診・検診を定期的

にのぼり，この 1 年間に受診した人は約 8 割にも

の ぼ る こ と が 明 ら か に な っ た ． 厚 生 労 働 省

（2004）の調査では過去 1 年間の健診や人間ド

ックを受診した対象者は全体の 6 割である．本

研究で割合が高かった理由として，一般的な健

診だけでなく，がん検診や人間ドック等を含めた

受診状況をたずねたことが考えられる．さらに主

観的経済状態と行動の変容ステージと関連があ

ることは，定期的にがん検診を受診している人

は経済的な地位が高いことを明らかにした森尾

他（1990）の調査結果と一致し，経済状態を考慮

した健診・検診の受診体制の整備，アプローチ

など制度面での改善が望まれる． 

健診・検診受診行動の変容ステー

診受診行動に関する恩恵の評価，負担の評価

との関連を検討した結果，逆戻りリスク期以外に

関しては，有意差がみられなかったところはある

ものの，受診行動の変容ステージが高い対象者

ほど恩恵の評価が高くなる一方で，負担の評価

が低くなることが明らかになり，このことは，一連

の先行研究（Rakowski，et al.，1996b； Rakowski，

et al.，1997a；Chamot，et al.，2001）を一部支持

する結果となった．よって，健診・検診受診を促

進させるためのアプローチを実施するときに，恩

恵や負担に働きかけることが一部有効である可

能性が示唆された．一方で逆戻りリスク期に属

する人は，恩恵の評価に関しては先行研究と同

様の結果となったが，負担の評価に関しては熟

考期に属する人よりも低く，実行期や熟考期に

属する人と同程度であるという先行研究とは異

なる結果となり，今後さらに検討が必要であると

考えられる．このことに関しては，本研究で負担

の項目として採用した項目のうち，時間的な余

裕がない，面倒である，お金がかかるといった個

人における制約を尋ねる項目が多く，病気に関

する心配に関する項目が 1 項目しか存在してい

なかったことが一因として考えられた．よって，今

後は負担の項目を再度検討することも必要であ

るかもしれない．また，行動変容のステージの質

問項目に関しても検討が必要である．たとえば，

前熟考期や逆戻り期に関しては，健康診査の受

診を従業員に義務づけている職場での就業経

験の有無で偏りが生じる可能性をもった質問項

目であると考えられる．今回は就業経験の有無

を尋ねていないので検討はできないが，変容ス

テージに関して更なる検討が必要であると考え

られる． 
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